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 数学科学習指導案 

 

日 時 令和〇年〇月〇日（〇） 

       第５校時 13：30～14：20 

対 象 第３学年１、３組 24名 

学校名 中学校 

授業者 ○○ ○○ 

                                  会 場 教室 

１ 単元名 関数
2axy  （教科書 東京書籍「新しい数学３」） 

   

２  単元の目標 

 ⑴ 関数
2axy  についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象を数学化したり、

数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。 

 ⑵ 関数関係に着目し、その特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考察し表現することができる。 

 ⑶ 関数
2axy  について、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学

習に生かそうとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を身に付ける。 

 

３ 単元の評価規準  

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

①関数
2axy  について理解して

いる。 

②事象の中には関数
2axy  とし

て捉えられるものがあることを

理解している。 

③関数
2axy  を表、式、グラフを

用いて表現したり、処理したり

することができる。 

④関数
2axy  の変化の割合を求

めることができる。 

⑤いろいろな事象の中に、関数関

係があることを理解している。 

①関数
2axy  について、表、

式、グラフを相互に関連付け

て、グラフの特徴を考察し表

現することができる。 

②関数
2axy  の変化の割合の

特徴を見いだすことができ

る。 

③関数
2axy  を用いて具体的

な事象を捉え考察し説明する

ことができる。 

 

①関数
2axy  の必要性と意味を考

えようとしている。 

②関数
2axy  について学んだこと

を生活や学習に生かそうとしてい

る。 

③関数
2axy  を活用した問題解決

の過程を振り返って評価・改善しよ

うとしている。 

 

４ 指導観 

⑴ 単元観 

本単元は、中学校学習指導要領(平成 29年３月告示) 

第２章 第３節 数学  第２ 各学年の目標及び内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔第３学年〕 ２ 内容  Ｃ 関数   

⑴ 関数
2axy  について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導

する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

 (ア) 関数
2axy  について理解すること。 

 (イ) 事象の中には関数
2axy  として捉えられるものがあることを知ること。 

 (ウ) いろいろな事象の中に、関数関係があることを理解すること。 

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

 (ア) 関数
2axy  として捉えられる二つの数量について、変化や対応の特徴を見いだし、

表、式、グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。 

 (イ) 関数
2axy  を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。 
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を受けて設定した。 

   関数
2axy  の学習は、第３学年で学習する多項式、平方根、２次方程式、三平方の定理とともに、

２次で表すことのできる事象についての探究活動の一つとして位置付けることができる。また、自然事

象や社会現象などの考察においては、その事象の中に潜む関係や法則を捉え、表、式、グラフを用いて

数学的に考察することは有効であるが、それらの関係や法則は変化の割合が一定のもの（１次関数）ば

かりでなく、むしろ変化の割合が一定でないと捉えた方が、より実際に即している場合が多い。義務教

育における関数指導の最後として、１次関数と変化の様子と対比させながら、変化の割合が一定でない

関数
2axy  の様子を表、式、グラフを相互に関連付けて考察する。このことによって、１次関数の理

解を改めて深めるとともに、変化の割合が一定でない事象や配送料と重さの関係のような離散的な事象

に出会った際に、探究していけるように指導していく。 

 

⑵ 生徒観  

本単元導入前に、既習内容のレディネステストを実施した。 

（令和３年10月12日実施 標準コース23名） 

問題の意図 設   問 正答 ・ 正答率（人数） 

表から y を

x の式で表

すことがで

きる 

１ 次の(1)(2)では、y は x の関数で、そのグラ

フは直線です。y を x の式で表しなさい。 

(1) 

 

(2) 

 

x -2 -1 0  1   2 

y 5  4  3  2   1 
 

x -2 -1 0  1   2 

y 6  3  0 -3  -6 

(1)y = －3x    78％(18) 

 誤答例：y=3x、y=
3

2
𝑥2、y=

1

3
𝑥 

 

(2)y = －x+3    35％(８) 

                内：無回答(５)  

誤答例：y=
3

𝑥
 、y＝

5

4
𝑥2 

変化の割合

について理

解している 

２ １次関数 y=2x+1 で、x の値が 2から 5まで増加

するとき、次の問に答えなさい。 

(1)x の増加量を求めなさい。 

(2)y の増加量を求めなさい。 

(3)変化の割合を求めなさい。 

(1)3        70％(16) 

誤答例：12、6、1 

(2)6        61％(14) 

誤答例：2、3、9 

(3)2               70％(16) 

         内：無回答(２) 

誤答例：
1

2
 、 

2

3
 

比例・反比

例・一次関

数のグラフ

の特徴を理

解している 

３ 次の㋐～㋒の関数の中から、下の(1)～(3)に

あてはまるものをすべて選び、記号で答えなさ

い。 

㋐y = －2x  ㋑𝑦 =
6

𝑥
 ㋒y = 2x－4 

(1)グラフが直線になる。 

(2)グラフが原点を通る 

(3)グラフが、点(-1,-6)を通る 

(1)㋐、㋒          65％(15) 

誤答例：㋐か㋒のみ 

(2)㋐              48％(11) 

 誤答例：㋐以外も解答 

(3)㋑、㋒          35％(８) 

 誤答例：㋑のみ解答 

問題１から、表から比例の関係は捉えられるが、x=0のとき、y=3であることを、1次関数の式を用い

て表現することに課題が見られた。また、問題の流れから反比例と思い込んで解答した例も見られた。

問題２では、y の増加量は求められなくても、1次関数の変化の割合は x の係数で一定であることを理解

している生徒が７割は見られた。しかし、変化の割合の意味をきちんと振り返る指導も必要であると感

じた。問題３では、反比例、１次関数のグラフの特徴を理解できていない解答が多く、グラフ上の点は

その関係式を満たす（x,y）の値の組であることを十分に確かめることに課題が見られた。 

 

 

 

 

 

 

＜レディネステスト実施後の指導＞ 

１ 表から x と y の関係はどのようになっているのか丁寧に復習をした。 

２ 変化の割合の意味を振り返り、適切に計算で求められるようにした。 

３ 関数のグラフについて、共通点と違いについてグループワークを通して確認させた。 
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⑶ 教材観 

本時は、関数
2axy  に関わる日常的な事象として空走距離・制動距離を取り上げ、それぞれの距離

が自動車の速さとどのような関係にあるのかを考察していく。生徒の多くは「制動距離の長さは速さに

比例するだろう」という認識がある。そのため、式・表・グラフと多様な解き方を生徒相互の学び合い

活動を通して確認し、生徒が２乗に比例する関係であることを、理解するように授業を展開する。 

 

５ 年間指導計画における位置付け 

（第１学年）          （第２学年）           （第３学年）       

 

 

 

 

 

 

 

 

第３学年 年間指導計画（１４０時間） 

１学期 ２学期 ３学期 

単元名 多項式 時間 単元名 関数𝑦 = 𝑎𝑥2（本単元） 時間 単元名 三平方の定理 時間 

１ 多項式の計算 

２ 因数分解 

３ 式の計算の利用 

８ 

６ 

５ 

１ 関数𝑦 = 𝑎𝑥2 

２ 関数𝑦 = 𝑎𝑥2の性質と調べ方 

３ いろいろな関数の利用 

３ 

６ 

 

８ 

２ 三平方の定理の利用 10 

単元名 平方根 時間 単元名 相似な図形 時間 単元名 標本調査 時間 

１ 平方根 

２ 根号をふくむ式の計算 

３ 平方根の利用 

６ 

８ 

２ 

１ 相似な図形 

２ 平行線と比 

３ 相似な図形の面積と体積 

９ 

８ 

６ 

１ 標本調査 ５ 

単元名 ２次方程式 時間 単元名 円 時間 単元名 総合演習 時間 

１ ２次方程式とその解き方 

２ ２次方程式の利用 

10 

６ 

１ 円周角の定理 

２ 円周角の定理の利用 

６ 

４ 

３年間の総復習 20 

 

 

単元名 三平方の定理 時間  

１ 三平方の定理 ４ 

 

６ 単元の指導計画と評価計画（17時間扱い）標準コース 

時 目標 学習内容・学習活動 評価規準(評価方法) 

第１時 変化の割合が一定ではない新しい関

数があることを理解することができ

る。 

・ジェットコースターでは、進んだ距離が

時間に伴ってどのように変化するかを調

べ、新しい関数の存在を知る。 

ア－①（発言、ノートの記

述内容の観察、調べや発

表の様子の観察） 

第２時 関数 y＝ax2 の意味を理解することが

できる。 

・球が斜面を転がる実験から時間と距離の

関係を調べ関数 y＝ax2の意味を知る。 

ア－①（発言、ノートの記

述内容の観察） 

ウ－①（授業後のノート

の記述内容の観察） 

第３時 関数 y＝ax2 の意味を理解し、 式に表

すことができる。 

・1組の x、y の値の組から、y＝ax2の式を

求める。 

ア－③（発言、ノートの記

述内容の観察） 

第４時 関数 y＝x2 のグラフの特徴を理解する

ことができる。 

・関数 y＝x2 のグラフがどのような形にな

るかを調べる。特徴をまとめる。 

ア－③（発言、ノートの記

述内容の観察） 

４章 関数
2axy  （本単元） 

１ 関数
2axy   

２ 関数
2axy  の性質と調べ

方 

３ いろいろな関数の利用 

４章 比例と反比例 

１ 関数と比例・反比例 

２ 比例の性質と調べ方 

３ 反比例の性質と調べ方 

４ 比例と反比例の利用 

３章 １次関数 

１ １次関数 

２ １次関数の性質と調

べ方 

３ ２元１次方程式と１

次関数 

４ １次関数の利用 
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第５時 関数 y＝x2 と y＝2x2 のグラフ、y＝－

2x2 のグラフの関係を理解することが

できる。 

・関数 y＝x2のグラフを基にして、y＝2x2と

y＝－2x2 のグラフをかき、その特徴を調

べる。 

ア－③（発言、ノートの記

述内容の観察） 

第６時 関数 y＝ax2 のグラフの特徴について

考察し表現することができる。 

・関数 y＝ax2のグラフについて、その特徴

を調べグラフの特徴をまとめる。 

イ－①（発言、ノートの記

述内容の観察、調べや発

表の様子の観察） 

第７時 関数 y＝ax2 の値の変化の割合の特徴

を見いだすことができる。 

・1 次関数と関数 y＝ax2の変化の割合を比

べ、その特徴を調べる。 

イ－②（発言、ノートの記

述内容の観察、調べや発

表の様子の観察） 

第８時 関数 y＝ax2 の変化の割合を求めるこ

とができる。 

・関数 y＝ax2の変化の割合を求める。 ア－④（発言、ノートの記

述内容の観察） 

第９時 関数 y＝ax2で、x の変域に対応する y

の変域を求めることができる。 

・関数 y＝ax2で、x の変域に対応する y の

変域を求める。 

ア－③（発言、ノートの記

述内容の観察） 

第 10時 具体的な事象において、関数 y＝ax2の

変化の割合の意味を考え、説明するこ

とができる。 

・球が斜面を転がる実験で変化の割合がど

んなことを表しているかを考える。平均

の速さの意味を理解する。 

イ－③（発言、ノートの記

述内容の観察） 

第 11時 具体的な事象の中の二つの数量の間

の関係を、関数 y＝ax2で捉え、問題を

解決することができる。 

・身の回りの問題を、関数 y＝ax2やそのグ

ラフを利用して解決する。 

ア－③（発言、ノートの記

述内容の観察） 

ウ－②（授業後のノート

の記述内容の観察） 

第 12時 放物線と直線の二つの交点の座標や

二つの交点を通る直線の式を求める

ことができる。 

・放物線と直線二つの交点の座標や二つの

交点を通る直線の式を求める。 

ア－③（発言、ノートの記

述内容の観察） 

第 13時 いろいろな事象の中から関数関係を

見いだし、その変化や対応の特徴につ

いて理解することができる。 

・いろいろな事象の中から関数関係を見付

け、その変化や対応の様子を調べる。 

ア－⑤（発言、ノートの記

述内容の観察） 

第 14時 いろいろな事象の中から関数関係を

見いだし、その変化や対応の特徴につ

いて理解することができる。 

・いろいろな事象の中から関数関係を見付

け、その変化や対応の様子を調べる。 

ア－⑤（発言、ノートの記

述内容の観察、調べや発

表の様子の観察） 

第 15時 

（本時） 

具体的な事象の中の二つの数量の間

の関係を、関数 y＝ax2とみなして、考

察し説明することができる。 

・自動車の走行時の距離と速さを、速さと

空走距離・制動距離の関係を基にして予

想する。 

イ－③（発言、ノートの記

述内容の観察、調べや発

表の様子の観察） 

ウ－②（授業後のノート

の記述内容の観察） 

第 16時 二つの図形が、移動によって重なる部

分の面積の変化を、関数 y＝ax2を用い

て考察し説明することができる。 

・二つの図形が移動によって重なる部分の

面積の変化の様子を調べ、関数 y＝ax2の

式、グラフで表す。 

イ－③（発言、ノートの記

述内容の観察） 

第 17時 関数 y＝ax2 を活用した問題解決を行

い、解決過程を振り返って解決方法を

考えることに取り組むことができる。 

・４章の問題演習をする。 ウ－③（授業中発言、授業

中、授業後ノートの記述

内容の観察） 

 

７ 指導に当たって  

⑴ 班テーマ「興味・関心をもたせるための問題設定と授業展開の工夫～深い学びにつなげるためのグル

ープ学習を目指して～」 

ア  シミュレーションを活用することで、問題を視覚的に把握させ、興味・関心をもたせる。 

イ 日常的な事象を取り上げることで、身の回りの現象をどのように解決できるのかという疑問につな

げ、興味・関心を引き出す。 
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⑵ 主体的・対話的で深い学びを充実させる手だて 

ア これまでの学習の見方や考え方を生かして、解決に取り組ませるとともに、説明し合う活動や解決

を振り返ること（まとめ）に取り組むことで深い学びにつなげる。 

イ 授業の終末において条件を変えて、発展的な学びにつながるようにする。 

 

８ 本時（全 17時間中の第 15時） 

⑴ 本時の目標   

具体的な事象の中の二つの数量の間の関係を、関数 y＝ax2とみなして、問題を考察し説明すること

ができる。 

 

⑵ 本時の展開 

時

間 
学習内容・学習活動 指導上の留意点・配慮事項 評価規準（評価方法） 

導

入 

７

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ１：身の回りにはたくさんの交通標識があ

ります。皆さんはどのような交通標識

を見たことがありますか。 

Ｓ１：「とまれ」や「動物飛び出し注意」で

す。 

Ｔ２：では、このような交通標識を見たこと

がありますか。 

Ｓ２：高速道路で見たことがあります。 

Ｔ３：では、この交通標識はなぜ必要なので 

しょうか。 

Ｓ３：車が安全に走行するためです。 

Ｔ４：皆さんも自転車に乗っていて危険な思 

いをしたことがありませんか。この様

子を見てください。危険を感じてから

ブレーキをかけるまでに進む距離を空

走距離、ブレーキがきき始めてから止

まるまでにかかる距離を制動距離とい

います。では、この二つの距離に影響

を与えそうな要素は何があるでしょう

か。 

Ｓ４：速度です。 

Ｓ５：地面の状態やタイヤの性能なども考え 

られます。 

Ｔ５：素晴らしい。理科で摩擦も学習してい 

ますね。では今日はこのような問題を

考えてみましょう。 

 

 

 

 

Ｔ６：皆さんはこの事件を解決するにあたり 

ブレーキ痕に関する情報があります

が、どちらの距離に注目したらよいで

すか。 

Ｓ６：制動距離です。 

 

 

 

 

 

・車間距離に関する交通標識

の写真を電子黒板で見せ

る。 

 

 

 

・自転車に乗った人が危険を

感じてから止まるまでにか

かる距離のシミュレーショ

ンを電子黒板で見せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実況見分という言葉を説明

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題あなたは警察官です。ある晴れた日、通りで事故が起こり実況見分にいきました。そこに

は運転していた車によるブレーキ痕が、35ｍ残っていました。運転手Ａは「法定速度の 60km/h

で走っていましたよ。」と証言しています。あなたは警察官として、この証言が正しいのかど

うかを判断しなさい。 
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Ｔ７：では、今日の学習内容・目標は何でし

ょうか。 

Ｓ７：速さと制動距離の関係を調べることで 

しょうか。 

Ｔ８：素晴らしい。では、今日の目標です。 

 

 

 

 

展

開 

38 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見通しをもつ（５分） 

Ｔ９：速度が速くなるにつれて、制動距離は

どのように変化していくと思います

か。 

Ｓ８：情報が無いので予想ができません。 

Ｔ10：では、どのような情報が必要ですか。 

Ｓ９：速さと制動距離に関するデータが必要

です。 

Ｔ11：分かりました。では、ここに制動距離

に関する表があります。この表を見て

何か気づくことがありますか。個人で

考えた後、ペアで話し合ってくださ

い。 

Ｓ10：20km/h以降の制動距離がまったく予想

できません。 

Ｓ11：制動距離は速さと比例の関係になさそ

うです。 

Ｔ12：なぜ、そのように考えましたか。 

Ｓ12：表から速度が２倍、３倍になったとき

に制動距離も２倍、３倍となっていない

からです。 

Ｔ13：他に気付いたことがある人はいます

か。 

Ｓ13：変化の割合が一定ではなさそうです。 

Ｔ13:そうですね。ではこの表を先生が調べ

た資料を基にうめてみます。皆さんの予

想はどうでしょうか。 

Ｓ14：やはり比例の関係ではなさそうです。 

Ｔ14：では、どのような関係があるのかを自

力解決して、Ａさんの証言を判断してく

ださい。 

 

自力解決（10分） 

Ｔ15：まずは自力で解いてみましょう。時間

は８分です。その後、３、４人グルー

プをつくり、解決方法を共有してもら

います。では、はじめてください。 

 

Ｓ15：表から速さが２倍、３倍になっている

 

・自力解決で取り組めるよ

う、見通しをもてるように

する。そのために、生徒の発

言を板書する。 

 

 

・制動距離に関する表を示す。 

 

 

・時速(km/h)に対して、距離

の単位が(m)であるが単位

の変換を行わず、考えてよ

いことを伝える。 

・速さと制動距離は比例の関

係にないことを気付けるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

・制動距離に関する表を完成

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

・タイマーで時間を映す。 

・電卓を配布し、計算は電卓

を使用してもよいことを伝

える。 

・机間指導を行う。 

・式・表・グラフのいずれかを

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ－② 

関数
2axy  を用い 

て具体的な事象を捉 

え考察し説明するこ 

とができる。（発言、 

ノートの記述内容の 

観察） 

今日の目標 

車の速さと制動距離にはどのような関係があるのかをいろいろな方法で調べ、問題を考え、

解決方法を説明することができる。 

速さ（km/h) 5 10 15 20 25 30 …
制動距離(m) 0.15 0.59 1.32 …

速さ（km/h) 5 10 15 20 25 30 …
制動距離(m) 0.15 0.59 1.32 2.4 3.73 5.35 …
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ときに、ブレーキ痕の長さはおよそ４

倍、９倍になっているので、60km/hの

ときは、122倍で 

   0.15×122＝21.6m となります。 

Ｓ16：表から速さが２倍、３倍になっている

ときにブレーキ痕の長さはおよそ４

倍、９倍になっているので関数 y＝ax2

の関係があると考え y に 0.15、x に 5

を代入すれば 0.15 ＝ a × 52 より

a=0.006 より、式は y=0.006x2なので、

x＝60 を代入すると 21.6m となりま

す。 

Ｓ17：グラフを書きたいと思いました。点を

取ってみると放物線になりそうなの

で、関数 y＝ax2 の関係だと思います

が、グラフが正確に書けません。 

 

 

 

 

 

グループ学習（７分） 

Ｔ16：では、３、４人グループをつくり、考

え方をお互いに共有してください。 

また、各グループで考えた式・表・グ

ラフをホワイトボードにまとめてく

ださい。説明については発表してもら

うので細かく書く必要はありません。 

 

全体考察（14分） 

Ｔ17：では、各グループごとに発表をしても

らいます。警察官のつもりで運転手Ａ

の真実を判断してください。 

 

 

 

＜Ｓ15～Ｓ17の発表＞ 

Ｔ18：式から運転手Ａの速さを求めてくれた 

班がありましたが、表・グラフの考え

であればどのように考えられそうで

すか。 

Ｓ18：表の場合はおおよそ 70km/h～80km/h

であることは予想できそうです。 

Ｓ19:グラフであれば制動距離が 35m の時 

はおよそ 77km/h になることが視覚的 

にわかります。 

Ｔ19：素晴らしいです。それぞれの考えでＡ

さんの証言を判断できましたね。 

用いて関係を表し、根拠を

明らかにした上で、詳しく

説明がかけている。また、

式・表・グラフの関係も考え

ている。 

→運転手Ａは時速何 km で走

っていたのかも考えさせ

る。 

・式・表・グラフのいずれかを

用いて関係を表し、自分な

りの考えを記入することが

できている。 

→考えの根拠はどこにあるの

かを説明できるように指

導、助言する。 

・式・表・グラフのいずれかを

用いて関係を考えることが

できていない。 

→球が斜面を転がる実験から

時間と距離の関係をどのよ

うに調べたのか振り返させ

る。 

・ホワイトボードをグループ

に１枚配布し、各グループ

の意見をまとめる。 

 

 

 

 

 

・必要に応じて、ワークシー

トをプロジェクターで映

す。 

・ホワイトボードを書画カメ

ラで映す。 

・発表は前で生徒の方を見て

行わせる。また、考えが同じ

班を分類し、その考えにつ

いて次の班が補足を行うか

たちで発表を進めていく。 
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ま 

と 

め 

５ 

分 

 

Ｔ20：では、まとめに入ります。今日の授業

で学んだことは何ですか。また、関数

の問題を考えるときに表・式・グラフ

を使うよさは何ですか。個人で考え、

ペアで話し合ってください。 

Ｔ21：では、出た意見を発表してください。 

Ｓ20：制動距離は速さの２乗にほぼ比例して

いることから学習した関数 y＝ax2 を

使って考えることができました。 

Ｓ21：表や式で考えると計算しやすいです。

表は変化の様子が見やすく、式は制動

距離から速さが求めやすいです。グラ

フは、速さと制動距離の関係が分かり

やすくなります。また、グラフだと速

くなるにつれて制動距離がどんどん

と長くなっていく様子が分かりやす

いです。 

Ｓ22：表・式・グラフを関連付けて考えると

分かりやすいです。 

Ｔ22：皆さんの発表をまとめます。 

 

 

 

Ｔ23:では、自己評価カードを記入してくだ 

さい。 

・個人で考えさせた後、ペア

ワークを取り入れ、生徒の

言葉からまとめができるよ

うにする。 

 

・生徒の発表を板書する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自己評価シートを記入させ

る。 

 

 

⑶ 板書計画  

    

      

      

 

 

 

 

【空走距離】ブレーキをかけるまでに進む距離 

     【制動距離】ブレーキがきき始めてから止まるまでの距離 

 

    

 

 

※黒板とは別に、電子黒板、書画カメラ、プロジェクターを用意しシミユレーションと生徒のワークシート

を必要に応じて映す。 

 

⑷ 授業観察の視点 

 ア 生徒に興味・関心をもたせるための問題設定と授業展開の工夫がなされていたか。 

イ 自力解決やグループ学習、全体考察で、生徒一人一人が粘り強く最後まで取り組めていたか。 

ウ 生徒の意見を取り入れた、生徒主体の授業展開となっていたか。 

エ グループ学習や全体考察などの時間設定や内容は、十分なものになっていたか。 

オ 評価規準に即した評価を机間指導でできたか。 

今日の目標 車の速さと制動距離にはどのような関係があるのかを調べ、問題を考え、解決方法を説明することができる。 

 

 

まとめ  

・制動距離は速さの２乗にほぼ比例していることから学習した関数 y＝ax2を使っ

て考えられた。 

・関数を表や式、グラフで表すことはそれぞれのよさがあり、関連付けて考えると

分かりやすい。  

 

 

本 

時 

の 

流 

れ 

まとめ 

・制動距離は速さの２乗にほぼ比例していることから学習した関数 y＝ax2を使って考えられた。 

・関数を表や式、グラフで表すことはそれぞれのよさがあり、関連付けて考えると分かりやすい。 

速さ（km/h) 5 10 15 20 25 30 …
制動距離(m) 0.15 0.58 1.27 2.4 3.71 5.45 …

問題あなたは警察官です。ある晴れた日、通りで事故が起こり実況見分

にいきました。そこには運転していた車によるブレーキ痕が、35ｍ残っ

ていました。運転手Ａは「法定速度の 60km/hで走っていましたよ。」と

証言しています。 

あなたは警察官として、この証言が正しいのかどうかを判断しなさい。 

グループワークのホワイトボード 


